
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Electrical and Electronic Engineering (Day Course) [⇒Japanese]

Electrical Circuit Theory (I) and Exercise 3 units (compulsory)

Takashi Shimamoto · Professor / Intelligent Networks and Computer Sciences, Department of Electrical and Electronic Engineering, Yoshifumi Nishio · Professor / Intelligent Networks and Computer Sciences, Department of Electrical and Electronic Engineering

Target〉 電気電子工学の重要な基礎科目として，直流回路および交流回路の解析
に必要な基礎知識を修得させる．

Outline〉 直流回路においてはオームの法則と 2つのキルヒホッフの法則，電圧
源および電流源，回路解析について学ぶ．交流回路においては正弦波交流電
源や，抵抗，インダクタおよびキャパシタの線形素子からなる回路の定常状
態における解析をするため，記号法と呼ばれる手法を学ぶ．さらに，回路解
析でよく利用される諸法則について学ぶ．

Keyword〉 direct-current circuit, alternating-current circuit, circuit analysis
Fundamental Lecture〉 “Mathematics for Electrical and Electronic Engineer-

ing”(1.0)

Relational Lecture〉 “Electrical Circuit Theory (II) and Exercise”(1.0), “Tran-
sient Analysis”(0.5)

Requirement〉 「電気数学演習」の内容，特に行列演算，ベクトル，三角関数等
が重要であり，これらの内容を復習しておくことが望ましい．

Notice〉 週 2回の講義時間があり，1回は主として講義に，もう 1回は主として
演習に用いる．

Goal〉
1.直流電源，抵抗素子とその直並列接続，オームの法則，キルヒホッフの法
則，回路解析手法，重ね合わせの理を理解し，それらを用いて直流回路解
析ができる．

2.交流電源 (正弦波電源)，キャパシタとインダクタの素子特性，記号法を用
いた解析手順を理解し，それらを用いて交流回路解析ができる．また電力
の求め方を理解している．

3.等価回路，ブリッジ回路，周波数特性，整合等の回路解析に有用な諸定理
を理解し，それらを回路解析に利用できる．

Schedule〉
1.抵抗の素子特性，オームの法則，直流電源，抵抗の直並列接続と合成抵抗，
電力

2.キルヒホッフの電流則と電圧則
3.節点解析 ·網目解析 ·混合解析の手順，重ね合わせの理
4.中間試験 (到達目標 1 の評価)
5.正弦波，振幅，角周波数，位相，瞬時値，実効値，交流電源
6.キャパシタの素子特性，インダクタの素子特性

7.複素指数関数，オイラーの公式，複素数の実部と虚部，複素抵抗
8.記号法の解析手順，複素インピーダンス，記号法を用いた回路解析
9.合成インピーダンス，キルヒホッフの法則 ·回路解析手法の交流回路への
適用

10.瞬時電力，複素電力，有効電力，無効電力，皮相電力，力率
11.中間試験 (到達目標 2 の評価)
12.線形性等の回路の性質，交流回路の重ね合わせの理，電力の重ね合わせ
13.テブナンの定理と等価回路，ノートンの定理と等価回路，∆-Y変換
14.ブリッジ回路と平衡条件，定抵抗回路，共振回路，整合
15.期末試験 (到達目標 3 の評価)
16.期末試験の返却と解説等まとめ

Evaluation Criteria〉 到達目標の 3項目が各々達成されているかを試験 80%，平
常点 (演習レポート等)20%で評価し，3項目平均で 60%以上あれば合格とする．

Relation to Goal〉 (C)工学基礎 30%，(D)[主目標]専門基礎 70%
Textbook〉 川上，島本，西尾共著「例題と課題で学ぶ電気回路-線形回路の定常
解析-」コロナ社

Reference〉 山口勝也 他著「詳解電気回路例題演習 (1),(2)」コロナ社
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216169
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Shimamoto (E棟 3階南 D-5, +81-88-656-7483, simamoto@ee.tokushima-

u.ac.jp) Mail (Office Hour: 年度毎に学科の掲示，あるいは居室前の掲示を
参照すること)

⇒ Nishio (D-7, E-3F-South, +81-88-656-7470, nishio@ee.tokushima-u.ac.jp)
Mail

Note〉 授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復
習をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
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